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　　　　　街を彩る七夕飾り

　旧暦の七夕の日にあわせ、三文字商
店街を中心に七夕飾りが設置されまし
た。七夕飾りは、幼稚園や小学校など
町内 23 団体が製作したもので、色鮮
やかに街を彩りました。短冊には平和
や健康、震災復興などの願い事が多く
見られました。

今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ 24-5
○同和問題（大崎町人権教育・啓発基本計画より）
　施策の方向性

　①同和問題に係る人権問題の解決のために、人権擁護委員による人権
　相談所の相談体制の充実及び法務局（鹿屋支所）との連携に努め、相
　談者に対する助言や情報提供等を行います。
　②住民への教育・啓発活動として、町広報誌への掲載や啓発チラシの
　配布などとともに、さまざまな場を活用し、研修や学習会・講演会な
　どを積極的に行います。
　③行政職員をはじめとする特定職業従事者の資質の向上を図るため　
　に、職員研修の充実、指導者養成に努めます。
　④えせ同和行為は、同和問題に誤った認識を植えつけるなど、同和問
　題の解決にとって大きな阻害要因となっているため、法務局等の関係
　機関と連携し、排除に向け啓発に努めます。

８月は『人権同和問題啓発強調月間』です。


